
.i;l 
唸樹' 口

< 

代表者 経理責任者 起案者

合ヘ 参＼妙9
.• -✓-· , 

' ー、~ヽ; ' 

ぶ:'
T T ., • .. .. 

ヽJ

区 ノ刀\ 事 由 費 目 . 金、 額 小 計 ，

1 調査研究費 <[f“.J-濱帆?_釦"&(噂砂元もr祈う ） 交通費 旅費 点←加応 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料 〈 ←三戸ゞ
" l 会場費

,. 
講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 研 — 修， ， 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料
, 、会場費 交通費 自動車燃料費

費
.. 資料作成費 広報誌（紙） 報告書等印刷費

3 広， 報
送料（折込料含む） e ウェブページ掲載代 茶菓子代' 

振込料-
4 広

会場費 交通費 自動車燃料費
聴 ． 費

資料作成費 茶菓子代 ． 振込料

一
交通費 旅費 自動車燃料費

, 5 要請 ・陳情活動費
資料作成費 振込料

費
会場費 交通費 自動車燃料費

6 会 議
資料作成費 振込料 →

印刷製本費 翻訳料 ‘
, 

筆耕料
7 資料作成費

振込料
.. , 

' 

法規追録代 参考図書代 新聞（日刊紙）購読料 ．
8 資料購入費

雑誌等購読料
.. 

有料データベ一ス等利用料 振込料

賃金 振込料 ，
” 

9 人 件 費 , 社会保険料等

備品購入費 . . 事務機器等リ ース代 消耗品等事務費 a
10 事務所費

印刷代
. 

配送手数料振込料 ' 
.. 

電話料等（按分） 郵便料等通信運搬 ・ 自動
. - 自動車燃料費（按分）

11 " 

車燃料費 その他 -. 
'. 

使用 、 者 ぶ肛恥旦霜I支出年月日 足1J 年早月“一日，
現金出納簿

/ 合 計 怠勺万立 円支出番号



別記第 5 号様式

会

出張（調査等）申請書兼旅費請求書

, 支出番号 / 
， 、 ミ、 J \ ' ' 、ラ申請代表者氏名/// {/4鼠\~悶：

下記の用務により出張（調査等）したいので申請するとともに、旅費を請求いたします。
， 記・，

派 会長 様

口
． ヽ

与ヽり月7i•1 
kｭ

~一(~ 

\ 

請求金額 ぐfbゲゥ 円）

目 的
•••H•O-H ・---·一••••―••一•••い--,--·一.....-!. —••一..-ｷ-ｷ-ｷ 暑----··-.. •• 一·--··-――··-.. ···-• .......... 一•一―――·•-.,.-•·- . --ｷ-ｷ. 暑···--·-・―-一••••••一................... .一--

用務先昌2ジー・~~ .~ ~ ' 叫` ヽ ~' ｷ. 一 .. 

内 介ゲ狐―ぎ呼―]雇i外鵡9狐恥恥叙汲噂羞か仕臼？ご‘ツ( て . 

, 

期 間 少パ？年 ぐ月 ;J 日 ------Jo;{ 年 f―月 ,:;,l j 日（ ／ 泊 よ 日）．

行 程 訳人印ふ立げ） ．
.. 摩祖昴］乳＿＿＿＿•一·—• . . 

' . . 曹·-··········,,··· ; •• 

• ‘ 

--—-·· 一いー·····-··· ·-—.. —•一-······-ｷｷｷｷｷｷｷｷ 一—-一-·-一-·-- . --ｷ —-·-·-· ———-----
出張（調査等）者 . , , 

••••• —··-··· .. が一·~— • ·--—..... ••• ···-一 ---い. -ｷ —,. __噌-•¥--•- --ｷｷ ·--一- ··--一 -••• 一ー ••ー-···-····-ー...-ｷ • •--,.. .. -.. -ｷ • ｷｷ-ｷｷ —--ｷ ｷ-ｷ 一-·—•一- 一

氏 名 . 
ｷ-ｷｷｷｷ . . - ｷ-ｷｷ • ⇔••••一- .. ---ｷｷ-- --噌 .... ． ・ .. ___ ---ｷ い・-

••一•••••一··-·"-"';—•一—•一-----いい···-···· ------- ··-●●-一·-―•---:-- --— -一--- -— -···-· …..... ---·-――--·-----------一.. • • ....... 一 i --—• 

特記事項 ―•＂一·-·-一··-一--――•••••••一·····—··-,——-———·---~ ——:. ....... —--· ―-—―――•い＂―·----一-一---一—―.....,, .• _, 一--·-一...—―—__.__―•一•••
・ 、

' 

上記のとおり出張（調査等）を許可します。

会派会長 経理責任者

⑮ ⑰ 
理
可
出

，

一
受
許
支

日
一
日

日

¢心在 一
u月メ知

戸パ丑

上記金額を受領しました。

) olf 年＃月べf日 申請代表者氏祝》立扇〗〗



令和元年度新緑風会行政調査行程表 '·I

1丁↑王

口 1 日目：令和元年 5 月 22 日（水）

10:05 

15: 35発

無料送迎バス

（約 15分）

16:17. 16:20 16:23 16:41 . 17:03 17:45 

J~:;*"~[三~JR;:~;快速~新::~:ヽ り
17:51 18:17 

富士駅

i

'

翠
­

{
‘冤

........ , ......................................... : .. , .................................. : .... ;ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ.......................................... ~........ ; .......... ; ..... : し . ....... ......................... .... .. .............. . ......; ... : ........................................ : ...... : .............. . 

口 1 日目：令和元年5月 23 日（木）

9:30 12:16 12:42 .. 

三島駅

13:47 14:00. 15:18 

2 調査者 1 名

」・ 今村剛司議員 y 

I 
, 9 

3 調査項目

(1) 令和元年 5月 22 日（水） 13 : 15~15: 15 
千葉県市川市
・移住定住の取り組みについて

（子育て世帯同居・近居スタート応援について）

(2) 令和元年 5 月 23日（木） 9 : 30....::..11 :00 
静岡県富士宮市
・おかえりなさいプロジェクトについて

（移住定住促進事業について）

4 連絡先

〇千葉県市川市議会事務局（担当：タケダ様）
〒272-8501 市原市南八幡2-20-2
TEL 047-712-8673 FAX 047-712-8794 

5 その他

〇静岡県富士宮市議会事務局（担当：谷川様） . 
〒418-8601 静岡県富士宮市弓沢町150番地
TEL 0544-22-1'191 FAX 0544-22-1248 

,, 



行政調査旅費計算書

会派名 ：郡山市議会新緑風会

参加議員：今村

日程

行先

剛司議員 ‘

：令和元年 5 月'2 2 日（水） -5 月 23 日（木）

：市川市役所（千葉県市原市南八幡2:_20-2)

富士宮市役所（静岡県富士宮市弓沢町150番地）
' . ｷ.ｷ 

. . 

I 

・

ロ
一

ド
. . 

①
幻
自
じ

＇

日
2
2

.
1

ダ

東 l市

•

9 
' 

，

＿
市

東 富

｝

心

.

. 
. , 

山に竺門京
226.7 .115.4 JII. 2.0 . "Jl 1.15.4 

晶

京堪野厨十ピ
|士

10. 7, 1宮I. . 

1 駅... 
運 ・ ， 賃

急行料金
グリーン
実 ・・ ・ 費

駅 1 ・ I駅
4,430 

八

炉12.0
田

. . 

' I駅 駅 駅 駅

3,680 
3,090' 

—— 

7,45.0 
5,930 

3~090 、

'0 

2日自

5/23 (木）

晶

ヽ

.
、
ハ
忍

妥翌玄
｝

\ し士宮
. 

·

山
‘

>
ー.. 

京

ー
・

>

庫
ー
.. 

＇
‘

幹

〇

．

ぽ
2ヽー

；

• 

富

·

郡

駅・ '

一運賃
急行料金
グリーン
実費

駅
'' 

駅
' 6,480 ', . 
1,730 

2,750 

駅 駅． ｀ ・

3,680 
3,,090 

6,480 . 
5~410 ・
5,840 

く ・

゜
交通費

; 日当

宿泊費
ノ吾口口t

34,200 

3,000 

14,800 
x
x
 

34,200 

2 日== 6,000 

1 泊 = ·14,800
55,000円 x

 

1人 55,000円



別記第 6 号様式

出張（調査等）報告書兼旅費精算書

支出番号 / 
会派会， 長様

下記のとおり出張（調査等）したので報告するとともに、受領した旅費を精算（返納）いたします。

出張（調査等）議員名

-~ 

C
[ゲ

扇
｀
｀
｀
｀

筍iー、守

..
 ̀  

... 

ー
ー
！
ー

•
L

期 間

三
～如1J 年 h~j 日 c /泊人日）

目的

さ

忍
5~

;
t.• 

••

’ 

9

-

— 

f"
1-"·­r 
用務先

行 程 I 別紙行程表のとおり

., 'I' 

内容及び成果

旅費精算 I 受領額 I ff汐グ叩叶精算額 点勺加円 l 返納額‘ ジ円

上記のとおり出張（調査等）の内容を確認するとともに、精算を受けました。

二□□品明資糾要！目陳情書（写1 ：三
9

_

 

. 



令和元年度 新緑風会行政調査行程表 ＇
ー

1丁 令ョミ

口 1 日目・：令和元年5 月 22 日（水）．

•, 

J

た
だ

盈
睾

.. 

.

"
．
．
9．
を
｀

．
、
』

.. 
, 

.. 13:47. 
, 

新幹線こだま

646号

• ‘ 

• ` 

' 
—— 

良
そ

―
姦

与
~

． ．

、惹
・

2
 
調査者 ·1 名． 3

 
調査項目

今村剛司議員 (1) 

.. 、 · , '

令和元年 5 月22日（水）
千葉県市川市
·移住定住の取り組みについて ' 

（子育て世帯同居・近居スタート応援について）

13: 15,.;__.15:15 

(2) 令和元年 5 月 23日（木） 9 :3Q~11:00 
静岡県富士宮市

・・おかえりなさいプロジェクトについて
（移住定住促進事業について）

4 連絡先

0千葉県市川市議会事務局（担当：タケダ様）
〒272-8501 . 市原市南八幡2-20'-2 . 
TEL 047-7.12-:-8673 FAX. 047-=-712-879!_:. 

ｷs その他

〇静岡県富士宮市議会事務局（担当：谷川様）
, 〒418-8601 静岡県富土宮市弓沢町1-50番地 ・
TEL 0544-22-1191 FAX 0544-22-1248 



新緑風会行政調査報告書

行政調査日

2019年 5 月 22 日 千葉県市川市

々 23 日 静岡県富士宮市
, 0

>

、 調査内容

市川市 移住定住の取り組みについて

富士宮市 おかえりなさいプロジェク卜について

報告書者今村剛司

ぷ
i
-

―

ぶ
ダ

f奏
｝

\
' 

、 I
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、
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＇
多

>
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◎調査項目 「移住定住の取り組みについて」
市川市が取り組んでいる「市川市子育て世帯同居・近居スタート応援補助金
制度について、市川市子ども政策部子育て支援課課長荒井義光様•主
幹長久保則之様主任飯田貴大様より説明を受けました。
人口約 49 万人・世帯数約 24 万 5千世帯で、近年 1 0 代後半から 20代前
半の若者世代は転出より転入が多くみられるようになり、ー方で 3 0 代と
4. 0 代前半、そして 5 歳未満の子供のいる、いわゆる子育て世代については
転出が多い傾向になっている。また、子どものいる世帯の家族構成について、
6 歳未瀾の子どもがいる世帯では、約 90%が核家族批帯となっている状
況である

このような状況のなかで、小学校就学前の子どものいる子育て世帯とその
子どもの祖父母世帯が新たに同居・近居を開始するため、住宅の購入等を行
う場合に、その費用の一部を上限額同居 100万円、近居 50 万円を助成し、
支援をする事業であります。平成 30年度の実績は同居 3 9 件・近居42件
でありました。また住宅金融支援機構のフラット 35 の利用促進について
積極的に取り組み 9件 (H3 0 実績）の利用があった。
近居の要件については、緊急時に駆け付けられる距離（直線で 5 0 OM) で
未就学児世帯がいる世帯となっている。
育児不安や孤立化をなくすために家族の支え合いができるように、子育て
世帯をサポートしてい＜ことが目的としております。 2 

結びに、都市部の抱える問題を「子育て支援から」移住定住の取り組みにつ
いて勉強をさせていただきました。

ご多忙のなか調査にご協力いただきました、市川市議会事務局・担当部局の
皆さんに御礼申し上げます。



いつも新しい流れがある市川

、四

市川市こども政策部子育て支援課

課長 , 

荒井義光
あらい よしみつ

〒 272-0021 千葉県市川市八幡3-4— 1

アクス本八幡2F

Tel: 047-71H677 (直通）
Fax: 047-711-1754 
E-mail :I 
URL: http://www.city.ichikawa.lg.jp/ 

□
―
マ
ー 1h 

市川市こども政策部子育て支援課
主幹. , 

長久保則之
NAGAKUBO 'NORIYUKI 

272-0021 千葉県市川市八幡3-4-1 アクス本八幡2 階

'rel: 047-71_ l-0677 (直通）
Fax: 047-711-1754 

E-mail: 
URL: http://www.city.ichikawa.lg.jp/ 

いつも新しい流れがある市川

市川市こども政策部子育て支援課
主任

飯田貴大
いいだたかひろ

〒 272-0021 千葉県市川市八幡 3-4-1
アクス本八幡 2 階

Tel: 047-711-0677 (直適）

Fax: 047 711 1754 
‘ • —— 

E-mail: 
URL :ihttp:/ /www'.city.ichikawa.lg.jp/ 

( 

霞

し》、,,:..-C 市川市議会事務局

事務局長 れ直 草 耕

＂＇ 市川市議会事：塁課

課長佐藤 暢

〒 272-8'501 千葉県市川市南八幡2丁目 20番2号
TEL 047(334) lill 内線4510 047 (334) 3759ダイャルイン
FAX 047 (712)8794 
E-mail 

〒 272-8501 千葉県市川市南八幡2丁目 20番2号
TEL 047 (334) 1111 内線4521 047 (334) 3759ダイャルイン
FAX 047 (712)8794 
E...:mail 

, I 

市川市議会事務局議事課
主幹

} 

I
 

1 i I 
ー
、

b
巳
"

盆
E
ハ 孝弘
Kumagawa T akahiro 

272~8501 千葉県市川市南ハ幡 2-20-2
Tel : 047-712-8673 (直通）

;!a~! 0----8794 

URL : http:/ /www.city.ichikawa.lg.ip/ 
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郡山市行政調査

) 

（調査者） 会派：新緑風会 今村 剛司議員

（調査項目） 子育て世帯同居 ・ 近居スタート応援について

【質問事項】

1 子育て世帯同居・近居スタート応援事業の背景

（人口動態・人口区分の状況及び事業実施の経緯 等）

,0 ; .. ダ

• へ,_,_,デ 本市の人口の特徴として、年代別に見ますと、 10 代後半から 20 代、いわゆる若者世

代は転出より転入が多く、特に 20 代前半ではその傾向が強く見られます。ー方、 30 代

と40 代前半、そして5 歳未満の子ども、いわゆる子育て世代につきましては転出が多
いという状況になっています。 ・ 、

また、本市の子どもがいる世帯の家族構成について、 6 歳未満の子どもがいる世帯で
は、約 90%が核家族世帯となっています。

平成 26 年 IL月の『まち・ひと・ ＇ しごと創生法』の制定にもとづき、人口減少や急速
な少子高齢化の進展といった課題に対応するため、まち・ひと・しごとの創生に向けた
戦略とし・て、平成 28 年 3 月 23 日付けで『市川市まち・ひと・しごと創生総合戦略』を

策定いたしました。 ' . 

プ
àa-i二-. 

\ この総合戦略のなかで、本市の将来人口を考えるうえで課題となっている『出生率の
向上』『子育て世代の定住促進』に資する新たな子育て支援施策として、行政や地域に

よる支援に加え、家族による支えあいのある生活を支援するため、多世代家族を応援す
る事業を開始することとなりました。
この事業の推進により、祖父母の知恵と支援によって安心して子育てができ、また祖

父母と孫のふれあいが家族の支えあいの基盤となるような、多世代型の生活スタイルを

応援するもの。

「―事業の概要について
＜事業の概要について＞

小学校就学前の子どものいる子育て世帯とその子どもの祖父舟世帯があらたに同

居・近居を開始するため、住宅の購入の購入等行う場合に、その費用の一部を上限額



同居 100 万円、近居 50 万円を助成し、支援を行います。

＜令和元年度予算について> •• • 』 ・情刈
同居_-· · 25 件分 25, 000 千円

近居・・ ·50 件分 25,000 千円

＜平成 30 年度の実練＞

同居・・・ 3_9 件 39, 000 千円

近居・・・ 42件 21. 000 千円

fr¥ .. 玲.,.,-:c":f

＜フラット 3 5 の利用について＞
9 件 ．

＜対象者要件設定について＞

近距離要件・・・国土交通省が平成 18 ,年度に実施した近居の実態調査で、近居とは

住居は異なるものの、日常的に往来ができる範囲に居住することを指すものとしており
ます。緊急時に駆け付けられる距離を考慮し、範囲を直線距離で 500皿としました。（一

般的に「スープの冷めない距離」徒歩 5 分程度）
未就学児世帯・・・子育て支援課所管事業としていることから

13 協賛店舗のサービス内容等について

制度の趣旨に賛同し、タイアップをいただいた協賛店舗から「住宅価格の割引」「住

宅ローンの金利優遇」などのサービスの提供を頂いております。
..."“ 
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一 4 事業遂行上の課題と今後の展開について

' 課題については、一部の富裕層のみの制度ではないかとの意見もある。→育児不安や
孤立化をなくすために家族の支え合いができるように、子育て世帯をサポートしてい＜

ことが目的。

今後の展開につきましては、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置づけている

事業であることから、今後も計画に基づいてい＜もの。
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◎調査項目 「おかえりなさいプロジェクトについて」移住定住促進事業

富士宮市が取り組んでいる、「おかえりなさいプロジェクトについて」企画
部企画戦略地域政策推進室室長佐野和也様企画戦略課長杉浦真様
企画戦略課地域政策推進室磯貴紀様に説明をいただきました。
富士宮市の人口は平成 2 2年の 135, . 764 人をヒ°一クに人口減少に転
じ、平成 27年には 134,866 人になり、大都市への転出や出生率の低
下等により徐々に減少し、令和 7年（平成 3 7年）には、 128, · 00?人
になると推計されています。このようななか人口減少に歯止めをかけるた
めの取り組みとして「移住・定住促進事業」を第 5 次富士宮市総合計画で重
点プロジェクトとして位置づけ取り組んでおります。

成人式などでふるさとに帰省したり、年度代わりで仕事や生活の環境が変
わることが多い 1月から 3月までを「移住定住強化月間」として富士宮市に
縁のある方のUターンを呼びかける「富士宮市・おかえりなさいプロジェク
ト」を実施する。写真にもあります「Uターンのススメ標識」等を成人式会
場に設置し、富士宮市を離れている若者たちがUターンして富士宮市に住
むことを考えるきっかけ作りをされている。

また、県外から市内に転入した、夫婦のいずれかが、 40歳以下の世帯であ
れば移住定住奨励金を交付し、若者世帯の定住者を増やし、人口増に繋げる
施策を実施しています。平成28年は 8件8世帯 3 1 人・平成 29 年は 9 件
9 世帯 3 2 人・平成 3 0 年は1 7件1 7 世帯 5 5 人の実績が報告されてお
ります。
また、中心地から離れた地区においては、子どもの数が減少しているため、
子育て世帯に的を絞って定住政策を進めている地区が 3 ヵ所あります。
いずれも少子高齢化が進んでいて空き家が多く、地区を挙げて取り組み移
住定住に関する情報を共有し、移住者同士が交流会を実施するなど広報活

動報告書やホームページ等を開設し情報発信に努めています。
次に、移住者首都圏支援助成金については、首都圏に通勤する市内に住所を
有する移住者に対し、「新幹線で首都圏内に通勤している方」 ＇「富士宮市から
新富士駅まで在来線が通っていないため、自家用車を使う必要がある方」に

新富士駅周辺の月極駐車場代を上限 10 万円・年を補助している。

今回の行政調査においては、都市部（市川市）と地方都市（富士宮市）にお
いて同じ課題を調査しましたが、いずれも少子化を克服する施策が急務で
あると感じました。本市においても連携中枢都市圏と連携を密にして「ま

ち ・ ひと · しごと創生法」を基に総合的な計画を立てるべきと思います。
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福島県郡山市議会 会派「新緑風会」

行政視察次第

日時 ： 令和元年 5 月 2 3 日 （木）

午前 9 時 3 0 分から

場所 ： 市議会第 1 委員会室

、 1

n・
三
一

1 開 ム 、

云

2 歓迎のあいさつ 富士宮市議会事務局長

3 訪問のあいさつ郡山市議会新緑風会今村剛司様

4 出席者紹介 ，

5 調査事項説明

\ ~ おかえりなさいプロジェクトについて（移住定住促進事業について）
ヽ心翌 ' 

（富士宮市役所企画部企画戦略課地域政策推進室）

6 質疑・意見交換

(.. 

7 挨 拶 郡山市議会新緑風会今村剛司様 '

8 閉 会
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1 事業の背景（人口勁態及び事業実施の経緯等）

【人口推移】

総人口は、平成 2 2 年の 135,764人をビ゜一クに人口減少に転じ、平成
2 7年には、 1 3 4 ,. 8 6'6 人になりました。今後も大都市への転出や出生数

の低下等により徐々に減少し、令和 7 年（平成 3 7 年）には、 128,000
人になると推計されています。
今後、人口減少が予測される中で、人口減少対策に取り組み、人口減少を抑

制することで、令和7 年（平成 3 7 年） ＇ に 131, 200人の人口維持を目標
としています。
そこで、人口減少対策の取り組みの一つとして、「移住．定住促進事業」を第

5 次富士宮市総合計画で重点プロジェクトとして位置づけ、様々な取り組みを

行っています。

年 総人口 目標値

平成 1 7年 1 3 5., 6 7 8 人（実績値）

平成 2 2 年 135, 764人（実I 績値）

平成 2 7 年 134, 866 人（実績値）

令和 2年 、 132, 200 人（推計値） 133, ' 400 人

（平成 3 2 年）

令和 7年 128, 000 人（推計値） 131, 200 人

（平成 3 7 年）
恣
砂
．

-— 
\
i• ※第 5 次富士官市総合計画から抜粋。

I J J'J喰It
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2 おかえりなさいプロジェクトの概要について

r 
I\ 自
，` 立、ダ‘

平成 3 0 年度、成人式などでふるさとへ帰省したり、年度替りで仕事や生活

の環境が変わることが多い 1 月から 3 月までを「移住定住強化期間］として、
富士宮市に縁のある方のUターンを呼びかける『富士宮市「おかえりなさい」
プロジェクト』を実施しました。
このプロジェクトは、ウェブページやSNS、標識設置などにより、「移住定

住強化期間」のキャンペーンを展開しました。
ゥェブページでは、「いっでも帰ってこられるまち 富士宮市 『おかえりな
さい』プロジェクト」という、富士宮市への移住、 Uターンを呼びかける特設
ページを開設しました。この特設ページでは、 Uターンで富士宮市へ帰ってく

る主人公を描いたアニメ ーションによる動画を公開するほか、＜富士宮市へのU

ターンをテこマとして不思議なキャラクターの登場する 4 コマ漫画をツィッタ
‘‘ ーから配信しました。
また、進学等で市外へ転出した新成人に対して富士宮市へのUターンを呼び

かけるため、成人式の会場に「Uターンのススメ標識」を設置しました。
さらに、市内の事業所にも協力をいただき、 トラジク広告を活用し、敷地内

の駐車場に設置しました。

• 「移住定住強化期間」の取り組みにより 、進学や就職によって富士宮市を離

れている若者たちがUターンして富士宮市に住むことを考えるきっかけになり、
富士宮市への移住につながるきっかけを作りました。
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3 移住定住奨励金について

［事業概要について】

移住及び定住の促進による地域の活性化を図るため、市内に住宅を取得し、

又は賃借する静岡県外からの移住者に対して、奨励金を交付し、若者世帯の静

岡県からの定住者を増やし、人口増に繋げることを目的に実施をしています。

口‘

I 
~. 

f4ダヽ
補助対象者 補助要件 J , 補助額

県外から市 ［新築・中古住宅購入］ 1昇0 万円

内に転入し ＊首都圏からの移住 （最大 160 万円）

た、夫婦のい （東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県） ヽ

ずれかが 40
＊県外からの移住 . 50 万円 ' 

歳以下の世 '. 

（最大 90 万円）
舞市

［賃貸（一戸建て）］ 70, 万円
' 

＊首都圏からの移住 （最大 110 万円）

（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）

＊空家対策を兼ねるもの（アパート等は ' . 

対象外） : 

＊県外からの移住' 30 万円 I 

• 噌鳩只 （最天 70 万円）
［加算］ 10 万円

,. 

（最大＼30 万円）＊子ども加算（中学生以下） 1 人につき

＊受入地域加算（受入支援団体活動地区） 10 万円

【予算額の推移について］

年度 予算額 ' ' . 

平成 2 8 年度 2, 7 0 0 万円

平成 2 9 年度 2, 1 5 0 万円

＇ 平成 3 0 年度 2,-1 5 0 万円

平成 3 1 年度・令和元年度 1, 5 1 0 万円



【実績について］令和元年 5 月 2 3 日現在

院a戸で，9．} 、~
年度 首都圏からの 静岡県外からの 助成件数等

移住件数 移住件数

平成 2 8 年度 4件 (4 4 0 万円） 4 件 (2 5 0 万円） 8 件 (6 9 0 万円）

4 世帯 1 3 人
、9

4 世帯 1 8 人 8 世帯 3 1 人

平成 2 9 年度 4件 (4 1 0 万円） 5 件 (3 3 0万円） 9 件 (7 4 0 万円）

4 世帯 1 0 人 5 世帯 2 2 人 9 世帯 3 2 人

平成3 . 0 年度 1 6 件 1 件 ， 1 7 件

(1, 850 万円） (8 0 万円） (1, 930万円）

1 6 世帯 5 0人 1 世帯 5人 1 7 世帯 5 5 人

平成 3 1 年度 2 件 (2 0 0 万円） 0件 2件 (2 0 0 万円）

令和元年度 2世帯 5 人 2批帯 5人

~
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4 移住定住促進団体の取り組みについて

市が実施する移住定住事業と連携し、地域や自治会が中心となり、移住定住
促進に取り組んでいる地区があり、市内には移住定住を推進する地区が 3 か所
あります。市では、移住定住を推進ずる地区に上限 1 0万円の補助金を出して
います。 、

9 【稲子地区］

・地域が中心となった移住定住の取り組みを平成 2 0年から行っています。

・稲子地区では、地区にある稲子小学校の児童数の減少が進んだことから、児
， 童数を増やすことを目的に、子育て世帯に的を絞った定住政策を進めていま
す。 9

・年に 30----4 回程度、稲子地区定住推進委員会を開催し、 ー移住定住に関する情

報共有を実施しています。
・活性化ニュースの配布や移住者交流会の実施などにも取り組んでいます。

［猪之頭地区】

・地域が中心となった移住定住の取り組みを平成 2 8 年から行っています。
・猪之頭地区では、地区にある井之頭小学校、井之頭中学校の児童数の減少が
進んだことから、児童数を増やすことを目的に、子育て世帯に的を絞った定
住政策を進めています。

・年に 3,..__, 4 回程度、猪之頭地区活性化推進委員会を開催し、移住定住に関す
る情報共有を実施しています。

・活性化ニュースの配布や移住者交流会の実旅などにも取り組んでいます。

［青木平区】 ．

． ・自治会役員が中心となった移住定住の取り組みを平成 3 0 年から行ってい
ます。 . 

•青木平区では、少子高齢化や担い手不足、空家の増加など、自治会活動を維

持するための次世代の担い手確保を主な目的に定住政策を進めています。
・年に 3,.,_,,4 回程度、自治会役員と移住定住に関する情報交換会を実施します。

・自治会独自のホームページを立ち上げ、移住定住に関する情報発信などにも
取り組んでいます。



5 移住者首都圏支援助成金について

【事業概要について］

移住及び定住の促進による地域の活性化を図るため、首都圏に通勤する市内

に住所を有する移住者に対し、助成金を交付し、首都圏からの定住者に対し、
仕事を辞めることなく定住できるような支援を行うことによって、定住者↑を増
やし、人口増に繋げることを目的に実施をしています。

、
し

‘ 

／屠.. ;; 攻
府補助対象者 補助要件

、 9

補助額

首都圏から市内 ・ 市内に住宅を新築し、または ‘新富士駅周辺の月極

に転入 中古住宅を購入 駐車場の契約額

・東海道新幹線新富士駅を利用 （上限 10万円／年）

し、首都圏へ通勤

（首都圏は、東京都、神奈川県、 , 
. 

I 
千葉県、埼玉県）

~ [予算額と実績］ 令和元年 5 月 2 3 日現在 、

ー含ブタ{-t/h, 
年度 ＇， 予算額 助成件数等

平成 2, 8 年度 1 0 0 万円 0 件 ＇

平成 2 9 年度 20 万円
' -

1 件 (1 0 万円）

1 世帯 2 人
平成 3 0 年度 20 万円 3件 (1 4 万 2 千円）

3 世帯 8 人

平成 3 1年度 ・令和元年度 20 万円 0 件

【駐車場使用に限定した理由について］

「新幹線で首都圏内に通勤している方がいる」、「富士宮市から新富士駅まで
の間で在来線が通っていないため、自家用車にて向かうこととなる 」 など、 ＇ 首
都圏内で仕事を続けながら、富士宮市に移住する方を支援するために制定しま
した。



6 事業遂行上の課題と今後の展開について

・ 情報提供の充実
→インターネットなどによる移住者・定住者向けの情報提供に取り組む。

で紆. . --

・移住定住推進地域への支援
→移住定住推進地域の特徴を生かした移住定住体験メニューの作成及び周知

・ 空家の活用
→インターネットにおいて、空家に関する情報提供に取り組む。

・ 首都圏などへの PR

＼ →東京などで開催される移住相談会への出展
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□住宅を購入・空家一戸建てを賃借した場合、目~頑図要援i
□首都圏へ新幹線で通勤する場合、駅周辺駐車場使用料目1©filJ支援

►詳細は裏面へ



広報ふじのみや記事掲載資料
地域政策推進室
令和元年5 月 8 日

稲子地区の定住推進事業の成果について
（稲子小学校児童数がV字回復）

‘ 稲子地区移住者及び稲子小学校児童数の推移

で〉--

稲子地区移住者 稲子小学校

世帯数 人数 児童数
^ 

平成 20年度

゜ ゜
,7 

平成 2 1 年度 3 I 7 7 

平成 22年度

゜
’ 〇 5 

平成 23 年度 1 
. . 

1 6 

平成 24年度

゜
I 

゜
5 

平成2 5 年度 1 1 5 

平成 2 6年度 1 3 6 

平成 27年度 1 4 1 0 

平成 28 年度
I 

1 3 1 2 

平成 29 年度 2ｷ. ' 4 1 3 
（ヘ

平成 3 0 年度 1 1 1 ,5 
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●稲子地区では、平成 20年度から定住推進事業に取り組んでおり、大きな成果
を生んでいる。•) ●深刻化する少子高齢化を受けて、地元住民で組織する稲子地区定住推進委員会
が市と連携して取り組んでしヽる。

●定住推進事業のきっかけになったのは、稲子小の急激な児童数の減少。近年の
ピークだった平成 5 年度の 6 3人から平成 1 0 年度には42 人、平成 1 5 年度
には 2 2 人、平成 2 0 年度には 7人にまで落ち込んだ。

●平成 2 0年当時、全国的には、団塊世代の退職後のセカンドライフの受け皿と

して移住促進を進めることが多い中、稲子地区は、稲子小学校の児童数を増や
• すことを目的に、子育て世代に的を絞った定住推進事業を実胞してきた。
●その結果、平成 2 0 年度の事業開始からこれまで、移住者は子育て世帯を中心
に、 1 1 世帯 24 人を数え、新たに 5 人の子供が誕生した。

●平成 2 4年度に 5 人にまで減少した稲子小学校の児童数は、平成 2·7 年度には
1 0 人にまで倍増し、さらに、平成3 1 年度には 1 7 人と 3 倍以上となった。
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青木平に引っ越して住むとお得がいっぱい！
皇住•定住奨励金が受けられます。

: ::; ※力:::、のら；ご;11j ,tt,;~ 詈苔且言］県、'!!T:喜百芦i言ぎ




